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歴史的な アプリ力訪 問旅行における第2の 滞在地 アクラで

テ レビのインタ ビューのため に準備 をするゴー ドン･B･ヒ ン クレー大管長 。

写真/ス ティーブ･フ ィデル。『チャーチニューズ』の厚意によb掲載。

指 導者 で あ る ヒ ンク レー大 管 長 は大 統

領 に次 の よ うに語 った。｢わ た した ちは

教 会 の会 員 を収 容 で き る建 物 をこの 国

に も っ とた くさん作 ろ う と考 えて い ま

す。 恐 ら く神 殿 も この地 に建 て る こ と

に なるで しょ う。｣

ロー リング ス大統 領 は ヒ ンク レー大

管長 に,教 会 を この 国 に受 け入 れ教 会

の 目的 が達 成 で き る よう に支 援 す る と

語 っ た。末 日聖徒 が 政府 に反対 す る行

動 を取 ってい る とい う誤 った報 道 が流

され たた め,ガ ーナ 政府 は1989年 に教

会 を閉鎖 した。 その よ うない きさつが

あ る だ けに,大 統 領 の こ の言葉 には特

別 な 意味 が あ る。 当時,教 会 は封 鎖 さ

れ,警 察 の監 視 下 に置 か れ,会 員 は 自

分 の家 の 中 で 隠れ て集 会 を開 くこ と し

か で きず,外 国人宣 教 師 はす べ て国外

へ 追放 された。

宣教 禁止令 は,1990年12月1日 に撤廃

され たが,1998年2月16日 にガ ーナ の大

統 領 とヒ ンク レー 大管 長 の 問で行 われ

た会 見 に よっ て,1989年 の 出来事 に公

的 な終止符 が打 た れ た。｢争 い の も とと

な った 要 因 を取 り除 いて い か なけ れば

な りませ ん｣と ロー リング ス大統 領 は

語 った。

ゴー ドン･B･ヒ ンク レー大管長 は,

イ ンデ ィペ ンデンススクウェアに集 った

人 々 に,新 しい神 殿 の完 成 に は数 年 を

要す る と語 った。｢こ の神殿 が 完成 され

た 暁 に は,は るば るロ ン ドンや ヨハ ネ

ス ブ ル クま で行 か な くて も,主 の祝 福

にあず か るこ とが で き ます 。｣

ヒンク レー大 管 長 は,神 殿 が

完成す るまでの問,努 力 して神殿

推 薦状 を得 るこ とに よ り自 らを

備 える よう会 員た ちを励 ました。

ジ ョセ ブ･W･B･ジ ョンソ ン

に とって,こ の神殿 建 設 の発 表

は,15年 間待 ち に待 った ニ ュー

ス だ った 。 ジ ョ ンソ ン兄 弟 は,

西 アフ リカ の教会 にあ って,開

拓 者 的人物 の一 人で あ る。1964

灘

年,末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教 会 の

出版 物 と『モ ルモ ン書』を読 んだ ジ ョン
なら

ソ ン兄 弟 は,こ の教 会 の様式 に倣 って

集会 を開い た。非 公 式 な集 会 に集 った

人 々は,宣 教 師が ガー ナに到着 した1978

年 にバ プテスマ を受 ける こ とになった。

ジ ョンソ ン兄 弟 は,バ プ テスマ を受

けてか ら数 年後 に見 た夢 を思 い 出 した。

そ の夢 の 中で,ジ ョンソ ン兄弟 は過 去

に亡 くなった人 々の霊か ら,自 分 たち の

ために何 を して くれ るの か尋 ね られ た。

自分 に一体 何 が で き るの だ ろ う。 ジ ョ

ンソ ン兄 弟 は,神 殿 に参入 で きない で

いる状 態で,い ろいろ と思 い巡 らした。

ヒ ンク レー大管 長 の神 殿 建設 に関す

る発 表 を聞 き,ジ ョン ソ ン兄弟 は次 の

ように語 った。｢こ れか.ら先祖 の ため に
み わざ り

神 殿 の御業 を始 め る ことが で きます。｣

ホラ ンド長 老 は,ガ ーナの聖 徒 たち を

開拓者 と呼ん だが,現 代 の開拓 者 と過 去

の開拓者 の違 いを次の よ うに指摘 した。

｢幾 つ もの神 権 時 代 に わ た って,聖

徒 たち は集 合 して きま した。 母 国 を離

れ て ほか の国 に移 動 した の です 。 これ

羅

はほ とん どの神権 時 代 に も言 え る こ と

です 。た だ この 最後 の,最 も偉 大 な神

権 時代 は別 です 。｣

｢今 日,わ た した ち は,自 分 の住 む

土 地,国,地 域,国 家,町 で,つ ま り,

い なが らに して成長 し,発 展 で きるの

です 。時 と環 境 が そ の よ うに恵 まれ た

時代 だ か らこそ,こ う して教 会 の大 管

長が 自 らわた した ち の国 まで足 を伸 ば

して くだ さる ので す。 皆 さん全員 が ソ

ル トレー ク･シ テ ィー まで行 く必要 は

あ りませ ん。 また,世 界 中 の ど この国

民 で あれ,ど の 国の会 員 で あ れ,ソ ル

トレー ク･シ テ ィー ま で旅 をす る必 要

は な いの です 。 ヒ ンク レー大 管 長 が わ

た したち の 国 を訪 問 し,祝 福 して くだ

さる と は,何 と恵 まれ た時代 にわ た し

た ち は生 を受 けて いる の で し ょう。 自
いしずえ

国 に い なが ら,自 らの礎 を築 き,成 長

し,発 展 で き,偉 大 な 末 日聖徒 の伝 統

をわ た した ちの子 孫 に連綿 と伝 え,ど

こに あっ て も成 長で きるのです 。｣□

『チャーチニューズ』(0わσrσわ1>θWS)の厚意に

よD,1998年2月21日 付けの記事より掲載。

イギリス･7レ ス トン神殿 のオープンハ ウス と奉献

た に完成 したイギ リス,プ レス ト

新ン神 殿 の オー プ ンハ ウス が1998

年5月16日 か ら30日 の問 に行 われ た。

神殿 の 奉献 式 は,1998年6月7日 よ り

6月10日 の4日 間 にわ た っ て行 われ る。

神 殿 の参 入対 象 区域 に住 む会 員 が で き

るか ぎ り多 く参 加 で きる ように とい う

配 慮 か ら,奉 献 式 は15回 に分 け て行 わ

れ る こ とにな って い る。 こ の神殿 の参

入 対象 区域 に は,ス コ ッ トラ ン ド,ア

イ ル ラ ン ド,北 ウ ェー ルズ,イ ング ラ

ン ド中北部 に散在 す る21の ス テー クが

含 まれ る 。儀 式 執 行 の 部 屋 が4つ,結

び固 め の 部屋 が4っ,バ プ テ ス マ の部

屋 が1つ あ る この 新 しい神 殿 は,複 合

式建 物 の 一部 とな って い る。 同 じ建 物

の中 にス テ ー クセ ン ター,宣 教 師 訓練

セ ン ター,配 送 セ ン ター,神 殿 長 夫妻

お よび宣教 師用宿 舎 を完 備 してい る。

プ レス トンの 郊外 の チ ョー リー に位

置 す る この神 殿 は教 会 で52番 目の神 殿

とな る。 イギ リ スで最初 の神殿 であ る

聖徒の道/1998年6月 号

2

ロ ン ドン神殿 は,リ ングフ ィー ル ドに

位 置 し,1958年 に奉 献 され た。

プ レス トン神 殿 の建 設 は,1992年,

ロ ン ドン神 殿 の再 奉献 の際 に 当時 第一

副管 長 で あ った ゴー ドン･B･ヒ ンク

レー長 老 に よっ て発表 され た。 プ レス

トン神殿 は 白いか こ う岩 を使 って建 築
せんとう

されて お り,ま っす ぐにそ び え る尖塔

の先 に金 ぱ くの天 使 モ ロナ イ像 が 立 っ

て いる のが特徴 で あ る。□
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ようか 。｣と語 り,次の ように付 け加 えた。

｢東西 両 世界 間 におけるイス ラム教 の対

話 を見 た のは,ア メリカに来 て11か 月 に

な りますが,こ れが 初めて の ことです。｣

イスラム教 翻訳 シリーズの編 集長 であ

る イスラム教 徒 のパ ル ビス･モ アウェ ッ

ジ博 士 は,教 義 と聖約 第93章 か ら聖句

を引用 し,末 日聖徒 が 学 問 を修 め 知識

を探 求 す る こ とに対 して熱 心 で あ るこ

と を称 賛 した後,次 の よ う に語 った 。

｢この 団体 〔末 日聖徒 イエス･キ リス ト教

会 〕は,キ リス トの教 え を忠 実 に実践 し

人 々に教 え広 めて い る真 の キ リス ト教

会 だ と断言 で き ます。 この 大学,こ の

教 会,ま た そ この 学者 た ち は,キ リス

ト教徒 や ア メ リカに住 む 人 の価値 観 を

変 える ばか りで はな く,全 世界 に住 む

人 々に恵 み をもた ら して くれ ます 。 末

日聖徒 が 示 す兄 弟 愛 と思 いや りは21世

紀 に向 けて 我 々の 子孫 に平 和 の希 望 を

抱 かせ,彼 らが 平 安 に生 活 で きる道 し

るべ を示 して くれ る こ とで しょう。｣

カリフォルニアに住 む下 院議員 ロン･

パ ッカー ド兄弟 は次 のように付 け加 えた。

｢この翻訳 シリーズは,古 代 の文 化遺 産,

すなわちイスラム教世界 の哲 学者 が残 し

て い った思想 と著作 の研 究 にお い て新
こんにち

た な分野 を切 り開 きま した。今 日,わ

た した ち は この偉 大 な情報 の恩 恵 にあ

ず かれ る よ うにな ったの です。｣□

『チャーチニューズ』(0加roわ～θwε)の厚意に

より,1998年2月14日 付けの記事より掲載。

難麹1繋ili灘1鰻 》
翻 訳 の 一 鄙 を 見 る ベ イ トマ ン字 長 と ム ノノソ エ ル 入 使 。

写真/マ ーク･フ ィルブリック。

『チ ャーチニューズ』の厚意により掲載。

噛

スミス家の丸太小屋,複 製が完成
シ ョー ン･D･ス タ ー ル

ヨセ ブ･ス ミス が成 人 す る まで

ジ住 ん で いた 丸 太小 屋 は,時 の流

れ と天 候 と人 の 手 に よっ て,長 い 間荒

ら され るに任 され てい たが,20年 に及

ぶ 調査 と時代 考 証 の末,つ い に再 建築

され た(ス ミス宅 につ い て,詳 しい情

報 が必 要 な 方 は,添 付 の記 事｢丸 太小

屋 に8年 間住 ん だス ミス家｣を 参照)。

1月14日,15日 の 両 日,ス ミス 家 の

丸太小 屋 が建 って い た敷 地 内 に,家 の

骨 組 みが建 て られ た。

3月 に完成 したス ミス宅 の複 製 は,ジョ

セ ブが1820年 の早春 に家 の ドア を開け,

あ の聖 なる森へ 向 か って歩 いて行 った

ときのその ままの姿 で よみ が えった。

教 会歴 史 部 の主 任調 査 員 で この建 築

の行 程 に も携 わ っ た ドナル ド･L･エ
こんにち

ン ダース は｢今 日,ス ミス宅 を再 建す

る こ とは意 義 深 い こ とで あ り,わ た し

た ち に とっ て神 聖 な意 味 が あ ります 。

また,こ の家 こそ過 去 の予 言 が成 就 し

た所 で す｣と 語 った。

｢こ の家 の 詳 細 は,広 範 囲 に わ た る

調 査,時 代 考 証,さ らにはバ ー モ ン ト

州 とニ ュー ヨー ク州西 部 に ある 丸太小

屋 を30軒 以 上見 て 回 った結 果 分 か った

もの です。 れんが 造 り,窓,戸,暖 炉,

寝室 わ きの通路 は,歴 史 的 な見 地 か ら

見 て,で きるか ぎ り当時 の 形が 再現 さ

れ る よ うに復 元 しま した｣と エ ンダ ー

ス兄 弟 は言 って いる。

｢歴 史 に基 づ い て 正確 に復 元 し昔 の

納屋 を再建 で きる腕 の立 つ 職 人 を見 つ

け られた の は,･教 会 と しては幸 いな こ

とで した｣と 彼 は続 けた。

この丸 太小 屋 の複 製建 築 は,七 十 人

のマ ー リ ン･K･ジ ェ ンセ ン長老 の 指

導 の 下 に,教 会 史跡 委 員会 が,請 負 業

者,建 築 家,地 元 の作 業 員 との 調整 も

含 む すべ て の作 業 工程 を管 理 運 営 して

行 わ れた。

｢わ た した ち は こ の歴 史 的 な事 業 に

対 して霊 的な気 持 ち を感 じま した。 そ

して最後 の丸 太が 置 かれ た とき,大 き

な歓 声 が わ き ま したユ とパ ルマ イ ラ の

史跡 で 妻 のバ ーバ ラ夫人 と と もに奉 仕

して いる広 報 宣教 師 リチ ャー ド･ハ ー

バ ー トソ ン長 老 は語 った。

複 製 の建 築作 業 はセ ミ トレー ラー が

丸太 を積 んで ス ミス 宅 が あっ た敷 地 に

到着 した1月14日 か ら始 まった 。

吹 雪 や凍 え る よう な寒 さの ため,建

築 を延 期 しな けれ ば な らない よう な状

況 に追い 込 まれ た こ と もあ ったが,パ

聖徒の道//998年6月 号

4

ルマ イ ラ地 区 の史 跡 を監 督す るチ ャッ

ク･キ ャン フ ィー ル ド長 老 は,計 画 を

押 し進め る決 断 を下 した。

｢実 はそ の 後,天 候 が 回復 した ので

す よ｣と キ ャ ンフ ィー ル ド長老 は語 っ

た 。 吹 雪 は収 ま り,気 温 も上 昇 した 。

そ の 日の夜,作 業 を終 え る に当 って祈

りをさ さげ る まで二 度 と雪 は降 らなか

った。

丸 太 は,1997年2月 に ス ミス 家 の 農

場 を取 り囲 む森 の 中 か ら切 り出 され,

同年 ニ ュー ヨー ク州ケ ー ズ ノ ビアの 請
おの

負業者が斧で適当な長さに切断してい

った。そして彼らは開拓時代の建築技
なら

術 に倣 い,丸 太 を加 工 して二 重 の平 た

い壁 を造 った。

またエ ンダ ース兄 弟 は この よ うに話

して い る。｢小 屋 は い ろ い ろ な種 類 の

木 を使 っ て造 りま した。 悪 天候 の 中で

も耐 え得 る ほ ど しっか りしてい て頑 丈

な種 類 の木 材 を使 用 す る必 要が あ りま

した 。 ス トロ ー ブマ ッ,鉄 樹,か し,

くるみ,な どが お も に選 ばれ ま した。

そ の ほか,ぶ な,と ね りこ,ヒ ッ コ リ

ー な どの硬 木 は壁 を造 るた め に使 用 さ

れ,か えで の木 は た る きを造 る ため に

用 い られ ま した。｣
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ませ た場所 付近 に位 置 す る森 だ った。

そ の森 で,ジ ョセ ブが 初 め て声 に 出

した祈 りに こた え,天 父 と御 子 が少 年
みすがた

ジ ョセ ブに御 姿 を現 し,ジ ョセ ブに は

偉大 な業 が備 え られ て い る こ とを伝 え

られ た(ジ ョセ ブ･ス ミスー 歴 史1:

14,20参 照)。

そ れか ら2,3年 間,.出 稼 ぎで息 子 が

数 人留 守 に な る時期 を除 き,こ の丸 太

小屋 は この10人 家族 でひ しめ き合 う こ

とに なる。

1823年9月,預 言 者 の家族 が収穫 で忙

しい この時 期 に,丸 太小屋 の寝 室 で ジョ

セ ブは天使 モ ロナ イの訪 れ を受 けた。

エ ン ダー ス 兄弟 の話 で は,こ の夜,

ジ ョセ ブ は一 日の 仕事 を終 え て,家 族

と ともに暖 炉 を囲 み宗 教 の話 を してい

た よ うで あ った。 ジ ョセ ブは その 晩い

ろ い ろ思 い を巡 らして いた,と ジ ョセ

ブの母 は語 って いる。

家 族 が床 に就 き,兄 弟 た ち も皆 眠 っ

て しま ってか ら,ジ ョセ ブは祈 りが こ

た え られ る とい う確信 を もって祈 った。

す る と神 の使 い と名乗 るその方 が現 れ,

部屋 中が明 る くな った。

エ ン ダー ス兄 弟 は次 の よ うに説 明 し

た。 モ ロナ イ は ジ ョセ ブ に秩 序 あ る,

正 しい生 活 をす る よう に勧 告 した。 そ

して神 は ジ ョセ ブの祈 りを 聞か れ た と

伝 え,慰 め を与 えた。そ して神 は また,

この 大 陸 の先 住 民 に もた らされ た完 全

な福 音 が記 された 古代 の 記録 を この世

に もた らす た め に,ジ ョセ ブ を選 ばれ

た こ とを告 げ た(ジ ョセ ブ･ス ミス

歴 史1:27,47参 照)。

この経 験 は この 家族 全 体 の生 活全 般

を変 えて い くこ とにな る。 豊 か な農場

と快 適 な家 を築 き,地 域 社 会 での 立場

を確 立 してい くこ とは,神 か ら賜 っ た

神 聖 な任務 を遂 行 してい くことに比べ,

さほ ど重 要 な意 味 を持 た な くな って い

った,と エ ンダー ス兄弟 は付 け加 え た。

9月 の神 聖 な経 験 の 後,一 家 は悲 劇

に見舞 われ る こ とにな った 。11月 にジ

ョセ ブの25歳 の兄,ア ル ビ ンが亡 くな

った。 臨 終 に立 ち会 った 医師 は模 範 的

な青年 アル ビンに つい て,パ ル マ イ ラ

の中 で最 もす ば ら しい 青年 の 一人 と表

現 した。

しか し少 な くと もア ル ビ ンが 亡 くな

る1年 前 には,ア ル ビ ンは丸 太 小 屋 の

す ぐ南 に,家 族 のた め の 白い木 造家 屋

を建 て 始 めて い た。 ア ル ビ ンが 亡 くな

っ た と きに は,大 きな柱 はすで に建 て

られ,木 材 はすべ て仕 上 げ が済 み,現

場 に運 ば れ てい た。 ア ル ビ ンの死 の衝

撃 が和 らぐ と,一 家 は近 所の 人 を雇 い,

家 を完 成 させ た,と エ ンダー ス兄 弟 は

述べ て い る。

快 適 な暮 らしを求 め たス ミスー 家 の

努 力 もむな し く,農 場 は1825年12月20,

日に レムエ ル･ダ ー フ ィー の手 に渡 っ

て し まった 。農 場 を失 うこ とに な った

理 由は 明 らか に され てい な い,と エ ン

ダー ス兄弟 は語 っ た。

預 言 者 ジ ョセ ブ･ス ミス が1827年

1月 の結 婚 後 す ぐに エ マ を迎 え入 れ た

のが,こ の木造 の家 で あっ た。 またそ

の 年 の9月,ジ ョセ ブ とエ マが 生 活 し

て いた そ の家 で,モ ロ ナイ が ジ ョセ ブ

に金 版 を託 した。

ジ ョセ ブ は古代 の歴 史 を守 るため に,

金 版 を炉 のれ ん がの 下 に置 き,後 に道

を挟 んだ 向か い側 の 店 の屋根 裏 部屋 へ

と移 した。

しか し迫害 や嫌が らせ がひ どくな り,

1827年12月,ジ ョセ ブは エマ と金 版 を

ペ ンシ ルベ ニ ア州ハ ー モ ニー のエ マ の

両 親の家 へ移 した。

ス ミス家 の両 親 は,1829年 の春 には

木 造 の家 を離れ な くては な らな い と知

って い た。 それ は数 か 月前 に同 意済 み

の こ とだ った。 そ して丸 太小屋 に戻 る

準 備 を始 めた。

1829年 の夏,『 モル モ ン書』の 翻訳 が

完成 に近 づ い た こ ろ,ジ ョセ ブ は8人

の証 人 に金 版 を見 せ る よ うに指 示 され

たdジ ョセ ブ の 父 ジ ョセ ブ･シ ニ ア,

兄 のハ イラム とサ ムエ ルは この8人 の 中

に選 ば れた。

証 人 たち はス ミス家 の農場 に集 ま り,

預言 者 の家 族 が個 人 の祈 りを さ さげ る

た め に よ く行 く場 所 へ と向 か った 。 そ

こで彼 らは金 版 を 目 に し,手 にす る こ

とが で きた ので ある。

1829年 か ら1830年 にか けて の冬 が過

ぎ,春 が訪 れた ときに は 『モルモ ン書』

の印刷 が 完成 して いた。 ジ ョセ ブはハ
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一モ ニ ーか ら戻 り,丸 太小 屋 で 幾度 か

説 教 を した。多 くの 人が これ らの集 会

に集 ま り,1階 の2部 屋 を埋 め尽 くす こ

とが ほ とん どだ った 。時 には聴 衆 の あ

ま りの多 さで,家 の周 囲の広 い土 地や

.東側 の 道路 に も人 々が あふ れ 出す ほ ど

で あっ た。

教 会 が組 織 された1830年4月6日 の歴

史 的 なニ ュー ヨー ク州 フ ェイ エ ッ トで

の大 会 の後,ハ イ ラ ム と父 ジ ョセ ブは

丸太 小屋 へ と戻 って行 っ た。

1830年 の秋;ス ミス家 が この農 場 で

過 ご したす ば らしい時期 は幕 を閉 じた。

9月 の 下旬,こ の設 立 間 も ない 教 会 の

2回 目の大 会 が フ ェ イエ ッ トで 開 か れ

た。 ハ イ ラム は,父 母 と9歳 の ル ー シ

ー を農場 に残 し,家 族 をニ ュー ヨー ク

州 コー ルズ ビルへ 連 れて 行 き,そ こで

指 導者 を補 佐す るよ うに命 ぜ られた。

父 母 た ち も ジ ョセ ブ の指 示 どお り,

フ ェイ エ ッ ト近 郊 の ウ ォー タール ーへ

移 り住 む予 定 で あ った。 しか し父 ジ ョ

セ ブ･シ ニ ァ と母 は,穏 や か なパ ルマ

イ ラで の終 幕 を ともに迎 える こ とはで

きなか った。

あ る知 人 が ジ ョセ ブ･シ ニ ア所 有の

14ド ルの 手形 を手 に入 れ,巡 査 官 と と

もに農 場 を訪 れ,早 急 な支 払 い を要求

した。 ジ ョセ ブ･シ ニ アが す ぐに支払

えな い 旨 を伝 えた ところ,こ の男 は信

仰 を撤 回 す る こ とを条件 に,借 金 の免

除 を認 め る と申 し出た 。 ジ ョセ ブ･シ

ニ ア がそ の 申 し出 を断 る と,巡 査 官 に

逮捕 され,30日 間拘留 された。

エ ンダ ー ス兄 弟 に よ る と,拘 留 中,

ジ ョセ ブ･シ ニア は囚 人 二人 を改 宗 に

導 い た。

夫 の監 禁 中,母 ス ミス は農 場 を去 る

た め の最 終 的 な 準 備 に取 りか か った 。

サ ムエル は荷物 をま とめ,家 畜 を集 め,

家 族 を招集 した。

教 会員 と合 流 す る ため に ウ ォー ター

ル ーへ 向 けて,東 へ と旅 路 に就 い た ス

ミス家 は,彼 らの丸太 小 屋 に別 れ を告

げ たので あ った。□

『チャーチニューズ』(0わσroわ1Vθws)の厚意に

より,1998年1月24日 付け'の記事より掲載。
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言 者 で あ り,ゴ ー ドン･B･ヒ ンク レ

ー 大 管 長 が 現 代 の 預 言 者 で あ る こ と

に,何 の疑 い もあ りませ ん。 わ た した

ち は大西 洋 の真 ん中 に あ るア ゾ レス諸

島 の最 も小 さな 島 に住 んで い て も,こ

の真 理 を 知 っ て い ます 。 い つ の 日か,

グ ラ シオサ 島 に住 む さ らに多 くの人 々
き ょう

が,今 日わ た した ちが お話 しした こ と

を 同様 に語 れ るよ う願 って い ます。｣□

｢分かち合いの時間のためのアイデ乃 追加分1998年6月

下は,初 等協会の指導者が『聖徒

以の 道』1998年6月 号 に掲 載 の｢分

かち合 い の時 間｣と ともに使用 で きる,

｢分 か ち合 いの 時 間の ため の アイ デア｣

追加 分 であ る。 これ らの ア イデ アに対

応す る レ ッス ン,指 示,活 動 は,こ の号

の｢こ どものペ ー ジ｣の8ペ ー ジ｢し ゅを

しん らい しな さい｣を 参 照す る。

1.子 供 た ちが箴 言 第3章5節 と6節 を

暗 唱で きる よ う助 け るた め に,子 供 た

ちを4つ の グループ に分 け,そ れ ぞれ の

グル ープ に聖句 の一 部 を暗記 す る よ う

割 り当て る。練 習 の ため,割 り当て ら

れた聖 句 を静 か に グルー プ内の全 員 で

一 斉 に繰 り返 させ る
。そ の後,そ れ ぞ

れの グル ー プ を順 番 に立 たせ,割 り当

て を斉唱 す る よ うに指示 す る。 同様 に

して さ らに1,2度 繰 り返す。次 に全 員が

聖 句全 体 を暗 唱 で き るよ う以下 の練 習

をす る。 あ る一 グ ルー プ に黙 って い る

よ う指示 し,そ の グル ー プに割 り当 て

られ て い る聖 句 を ほか の全 員 に斉 唱 さ

せ る。一巡 す るまで続 は 最後 に全 員が

聖句 を正 しい順 序 で斉唱 して終 わる。

2.何 枚 か の紙 に,子 供 た ちが知 り,

尊敬 してい る 人々 の名前 を一 つず つ書

く。 例 と して,監 督,ヒ ンク レー 大管

長,聖 文 の 中や 教会 歴 史初 期 の英 雄 な

どの名前 が挙 げ られ る。名 前 を書 い た

紙 を入 れ物 に入 れ る。 一 人の子 供 にそ

の 入 れ 物 か ら名 前 の 紙 を1枚 引 かせ,

書 かれ た名 前 を大 きな声 で読 み上 げ さ

せ る。 読 み上 げた 名前 の 人物 の良 い 点

を一つ挙 げ る よう,子 供 た ち に指 示 す

る。別 の子 供 を選 び,次 の名 前 を引 か

せ る。 入 れ物 にあ る名前 がす べ て な く

なる まで 同様 に続 け る。 そ して子 供 た

ち に次 の 質 問 をす る。｢み ん なが あ な

た の名 前 を聞 い た と き,何 と言 っ て も

らい た い です か。｣も し正 義 を選 ぶ な

らば,自 分 自身に対 して 良い気 持 ち を

抱 くこ とが で き,ほ か の入 々 も自分 に

好 感 を抱 くこ とを話 す。

3.司 令 官 モ ロナ イ と 自由 の旗 の話

をす る(ア ル マ46章 参 照)。 話 を した

後,子 供 たち に聖典 か らアル マ書 第48

章 を開 かせ る。 手 にマ イ ク を持 つ 振 り

を して 部屋 の 中 を移動 す る。 そ して以

下 の質 問 を してか ら,一 人の 子供 にマ

イク を向 け るそぶ りを し,そ の子 供 に

答 え と してふ さ わ しい 節 を読 ませ る。

そ の答 えに続 き,ほ かの 子供 た ち に も

聖 典か らその 節 を読 ませ る。 質 問｢モ

ロナ イ とは どん な人 で したか。｣(11節)

｢モ ロ ナ イ は,自 分 は何 もせ ず に,部

下 た ち に仕事 を押 し付 け る ような指 導

者 で した か。｣(12節)｢自 分 の権 利 と

宗 教 を守 る ため,モ ロ ナイ は どん な決

心 を し ま したか 。｣(13節)｢ニ ー フ ァ

イの民 は どの よ うな民 で したか 。｣(14

節)｢自 分 を守 る以 外 に戦 うこ とを好

ま なか った ニ ー フ ァイの民 は,ど の よ

うに 自分 たち を守 りま したか 。｣(15節)

｢戦 うの を助 け,ど こへ 行 くべ きか教

え て くれ た の は だれ で す か 。｣(16節)

｢こ れ らの こ とか ら司 令 官 モ ロナ イ に

つ い て,ど ん な こ とが 言 え ます か 。｣

(17節)も し主 を信 じ,主 の 戒 め を守

るな らば,わ た した ち もモ ロナ イの よ

うに なれ る こ とを子供 た ち に思 い起 こ

させ る。時 問 があ れ ば,子 供 た ち に旗

を作 らせ る。旗 に｢し ゅを しん らい し

な さい｣,｢い ま しめ を ま も りな さい｣,

また はモ ロナ イの 書 いた言 葉 と同 じも

の(ア ルマ46:12)を 書 かせ る。 小 さ

な子供 た ち には,旗 に書 い た言葉 に添

った絵 を描 かせ る。

4.使 徒 ペ テ ロ(『 新約 聖書 』)と ハ

イ ラム･ス ミス(預 言 者 ジ ョセ ブ の兄

で祝 福 師)は どち ら も,同 じよ うな経

聖徒の道/1998年6月 号

8

､

験 を多 く持 った 強 い指 導者 で あ る。以

下 の言葉 が 書か れ た カー ドをそれ ぞ れ

2枚 ず つ作 る。｢福音 の ため に殉 教 した｣
の

｢宣 教 師｣｢福 音 を宣 べ伝 え た｣｢指 導

者 を守 った｣｢牢 に入 れ られ た｣｢ほ か

の 人 々に仕 えた｣以 下 の言 葉 を書 い た

カー ドを そ れぞ れ1枚 ず つ 作 る。 ペ テ

ロ｢漁 師｣｢ガ リラ ヤ に住 ん で い た｣

｢キ リス トの時 代 に生 きてい た｣｢教 会

の使徒 長｣｢彼 の名 前 は岩 を意味 す る｣。

ハ イ ラム｢農 夫｣｢二 つ の神 殿 の 建 設

を助 け る｣｢ア メ リ カ に住 ん で い た｣

｢教会 の大 管長 の補 佐｣｢ジ ョセ ブ･ス

ミス の 時代 に住 んで い た｣｢彼 は天 国

の柱 の よ うに強 か った｣黒 板 また は壁

に欄 を二 つ設 け,二 人 の名前 と,で き

れ ば絵 もそ れ ぞ れ は る。 カー ドを1枚

掲 げ,子 供 た ちに どち らの 名前 の下 に

は るべ きか考 え させ る。正解 した子 供

に,正 しい名 前 の下 にその カー ドを は

らせ る。(両方 の名前 に該 当す る カー ド

もあ る。)カ ー ドに書か れ た内 容 の中,

どの よう な事柄 を知 って い るか子供 た

ち に尋 ね,教 師 の説 明 を加 える。小 さ

な子 供 が参加 す る場 合,で きれ ばカ ー

ドに言 葉 を書 く代 わ りに絵 をは る。 こ
しもべ

の二 人 は天 父 の偉大 な僕 であ り,わ た

した ち もそ の模 範 に従 え る こ とを全 員

に思 い起 こさせ る。

5.天 父 を知 る方 法 の一 つ に,天 父

の戒 め を守 るこ とが あ る。 この テー マ

に関す る資料 と して,｢分 か ち合 いの 時

間 せ ん た くとけ っか｣『 聖 徒 の道』

1997年3月 号,こ ど ものペ ー ジ8,9を

参照 す る。 また,主 を信頼 す る とい う

テーマ に関 し,ほ かの ア イデ ア と して,

｢何 度 も い の りな さ い｣『 聖 徒 の 道』

1997年3月 号,こ ど ものペ ー ジ2お よび

｢主 を信 頼 す る｣｢聖 徒 の 道』1996年1月

号,17-19を 参照 す る。□
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マレーシアからの留学生がインスティテユート10年皆勤賞を受賞!
堀田 徹

か ら十 数 年前 の あ る 日,わ た し

今 の イ ン ス テ ィ テ ユ ー トの ク ラ ス
タン ウン

に 陳姉妹,黄 姉 妹 とい う二 人の 大学 生

が登 録 して来 ま した。 二 人 とも,来 日

して東 京 で 日本 語 の 勉 強 を1年 ほ ど し

て 来た との こ とで,そ の 日本語 はた ど

た ど し く,と りわ け黄姉 妹 は,た ぶ ん

言 葉 のせ い もあ っ てか静 か な姉 妹 で し

た 。二 人 と も名古 屋 の公 立 大学 で 薬学

を学 び な が らク ラス に通 っ て 来 ま し

た。 その 大学 の 薬学 部 は入 学 の競 争率

も高 く,入 学 して か らの授業 も難 し く,

外 国人が 日本 語 で修 学 してい くこ とは

容 易 で は なか った と思 い ます 。 ま して

や専 門課 程 にな った3年,4年 で は実験

も多 く,と て も忙 しそ うで した。

当時二 人 は 『聖書 』も末 日聖典 もす べ

て 中国語 の もの を使 っ てい ま した。 見

せ て も らう と,漢 字 が びっ し りと細 か

く並 ん だ聖典 で,大 変驚 きま した。

そ して彼 女 た ちに とって最 初 の コー

ス が よ りに も よって 『教 義 と聖 約』 で

した。 そ れ も今 の よ うな 口語体 で は な

く,文 語体 の もので した。 日本 人 で さ

え理解 に苦 しむ 文章 も随所 に見 られ ま
なんじ

した。 例 え ば｢見 よ,汝 われ に尋 ね て
たびごと

そ の 度毎 に わが 『み た ま』 に よ りて教
しか

え を うけ た れ ば な り。 も し然 らず ば,
こんにち お きた

汝 今 日居 る所 に来 らざ り しな らん｣と

い っ た具 合 で す(教 義 と聖約6:14)。

反語 も頻繁 に使 わ れ,二 重否 定 もあ り,

す るべ きか,し ない方 が よいの か さ え

考 え な けれ ば 分 か らな い 聖文 で した。

わた しが札 幌伝道 部で働 い ていた ころ,

宣教 師 訓練 集会 で この よ うな文 語文 を

しば ら く読 め ば,数 人の外 国人 宣教 師

は意 味 が理 解 で きず,す ぐ居 眠 りが 始

まった もので した 。

ところが,こ の二 人の マ レー シアか

らの留 学生 は異 な って い ま した。彼 女

た ち は静 か な涼 しい ひ とみ を開 い て,

一言 一 言 を理解 しよ う と食 い入 る よ う

な学 習 態 度 で した。 わ た しは,こ の二

人 が一 体 どん な世界 か らや っ て来 た霊

なの だ ろ うか,と 不 思議 に思 うほ どで

した 。恐 ら く最 初 の ころ の 『教 義 と聖

約 』 の コー ス は彼女 たち に はほ とん ど

分 か らなか っ たの で はな いか と思 い ま

す。 しか し彼女 た ち は毎週 や っ て来 ま

した 。決 して休 み ませ ん で した 。二 人

とも,中 国語,マ レー シア語,英 語 を

話す こ とが 分 か った ので,難 しい とこ

ろ は時 々,わ た しの下 手 な英 語 で説 明

した り,教 材 の英 文 資料 をコ ピー して

渡 した り しま したが,2年,3年 とたつ

うち にそ ん な こ とを しな くて も理解 で

きる よ うに なっ た よ うで した。 わ た し

が ち ょっ と した 冗談 を言 った りす る と

即座 に にっ こ り笑 った り,霊 的 な経 験

を話 して い る と,彼 女 た ちの 目に も 日

本 人 と同 じ く光 る涙 を見 た りす る こ と

も しば しば で した。 わ た しは,｢あ あ,
み たま

御 霊 の助 けを受 け,と もに霊 の喜 び を

感 じ一つ となって福 音 を学 ん でい るな｣

と実感 す る ことがで きま した。

二 人 と も留 年す る こ と もな く,4年

間の 大学 生活 を見事 に終 え て卒業 しま

した。 日本 人 で さえ留 年 す る人 もある

とい うの に,二 人は初 志蓬 貫 き ました。

そ して薬 学 士 の学 位 を得 た後,日 本 の

薬剤 師 国家 試験 に挑 戦 しま した。 そ う

した 中で も決 してイ ンステ ィテユ ー ト

の クラ ス は休 み ませ ん で した 。 普通,

大学 の卒業 研 究 だの 論文 作 成年 度 だの

資格 試 験 だの 定期 試 験な どに な る とイ

ンス テ ィテ ユー トを欠席 す る こ と も考

え られ ますが,二 人は必 ず や って 来 て

並 ん で座 りま した。 そ しで試験 に も見

事 に合 格 しま した。 マ レー シアか らの

二 人 の女 性が 日本 語 で 受 け る国家 試験

に合格 した とい う話 題 は新 聞 に大 き く

採 り上 げ られ,写 真 入 りで報 道 され ま

した 。 わた しは報 道 され なか っ た彼女

た ちの もう一つ の面,つ ま り福 音 を学

び,イ エス･キ リス トの教 え を探 求 し

よう とす るす ば ら しい姿勢 と,そ の 涙

ぐま しい努力 に心 か らの 感動 と喜 び を

覚 え,胸 の内 で ひそか に大 きな拍 手 を

送 りま した。

3年 前,黄 姉 妹 に面 接 して,早 朝 セ
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ミナ リー の教 師 をお願 い し ま した 。 わ
へ

た しが 面接 の 意志 を伝 え る と彼 女 はす

ぐ｢危 な い な｣(つ ま りセ ミナ リー教

師 の責 任 が来 るん じゃない か)と 気づ

い たそ うです 。

そ の と きまで彼 女 は 中 国語 の聖 典 を

使 って い ま したが,日 本人 に 日本 語 で

セ ミナ リー を教 えるた め に 日本語 の 聖

典 を使 お う,と 切 り替 えま した。 大 学

卒 業後 は,日 赤 の 血液 セ ンター の薬剤'

師 として働 きなが ら,朝6時 か ら7時 ま

で の早朝 セ ミナ リー を続 け ま した。 セ

ミナ リーの 後,名 古屋 市 か ら瀬戸 市 の

近 くまで 自転 車,電 車,バ ス と乗 り継

い で通 勤 し,残 業 もこ な します 。 そ ん

な毎 日の 中で,次 の ク ラス のた め に外

国語(つ ま り日本語)で 書 かれ た手 引 き

や教 材 を研 究 し準 備 をす るの は容易 で

はなか った と思 い ます 。 また,絵 の上

手 な彼 女 は しば しば教 会 で ポ ス ター作

りな どを頼 まれ ます し,ス テ ー クの神

殿 訪 問 に も よ く休 み を取 って参 加 しま

す 。静 か に,し か も主 に患 実 に また 人

に誠実 に奉 仕 す る彼女 には,｢献 身｣と

い う言 葉が ぴ った り当て は ま ります 。

そ う した中,イ ンステ ィテユー トに も

休 む こ とな く出席 して きま した。6年,

7年,8年,9年 と皆 出 席 で した。1997

年 度,前･後 期 をつ いに無 欠席 で通 し,

去 る2月8日 の名 古 屋 地 区 レギュ ラーイ

ンステ ィテユー ト修 了･卒 業 式 にお いて

10年 皆 勤賞 を受 け,日 本地 域 デ ィ レク

ターか ら表 彰 され ま した。 わた しの 知

る範 囲 で は｢10年 皆勤｣と い う話 は聞

い た こ とが な く,恐 ら く日本 で イ ンス

テ ィテ ユー トが始 まっ て以 来 の快挙 で

あ ろ う と思 われ ます。

その 経緯 は単純 で は あ りませ ん で し

た 。 しか し,そ こに織 り込 まれた縦 糸

横 糸 の成 す霊 的 な織 物 に は,イ エ ス･

キ リス トの道 を歩 む者,信 仰 とい う道

を進 もう とす る人 々の 心 に訴 え る大切

な響 きが あ る と感 じます。 民族 や 国籍

を超 え て,末 日聖徒 は主 の民 と して 一

つ で あ り,そ の 献 身 と奉 仕 は美 しい も
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覇鞠翻織

伝道に出る末の息子さんを見送る堀田姉妹(写真中央)と
さ お り

ご家族。左端が文中の手紙をくれた二女の小緒里姉妹。

叢.遜薩

だ と思 い ます。 死 ん で し まった後 もお

父 さん を喜 ばせ た い と思 い続 けて くれ

る ような信頼 関係 が必要 だ と思 い ます。

金 メダル の 目標 を抱 い て も,そ こ に

至 る までの努 力 が な けれ ば実 現 は不 可

能で あ るの と同 じ く,永 遠 の命 と昇 栄

の 目標 を持 っ てい て も,努 力 が な けれ

ば到 達 で き ませ ん 。生 涯 を通 して神 様

を愛 し,そ の戒 め を守 り続 け,主 に似

た者 とな る ように 人格 を完 成 させ てい

く努力 を続 けな ければ な らないの です。

それ は簡 単 な こ とで はあ りませ ん。 や

り遂 げ る には エ ネ ル ギ ーが 必 要 で す 。

成 功へ の 情熱 で す。 絶 え る こ との ない

熱 意 です 。 この 情熱 と熱意 の な い と こ

ろ に成 功 は あ りませ ん。 その た め には

ど う して もエ ネル ギ ーの基 とな る確 固
あかし

と した証 を築 く必要 が ある と思 い ます 。

ど うすれ ばそ れが で きるで しょうか。

そ れは,神 様 の言 葉 に従 って,ま た

預 言者 の勧 告 に従 って 自分 で や って み

る こ とだ と思 い ます 。 人 はい く ら人 か

ら聞 いて も,自 分 でや っ てみ ない か ぎ

り納 得 しない し,学 ぶ こ とは で きな い

か らです 。 自分 でや ってみ て初 め て分

か り,心 の底 か ら学 び,理 解 し,知 る

こ とが で きるの です。

｢聖 典 を読 み ま し ょ う｣と 勧 め られ

て い ます。 読 む ので す。 預 言者 の勧 告

に従 うよ うに勧 め られ てい ます。まず,』

勧 告 を知 るた め に 『聖徒 の道 』 を 自分

で読 むの です 。 そ してそ の勧 めに従 っ

て行 って み るの です 。対 象年 齢 に な っ

た らセ ミナ リーや イ ンス テ ィテユ ー ト

で学 ぶ ように勧 め られて い ます 。学 ぶ

ので す。 伝 道 に 出る ように特 に兄 弟 た

ち は勧 め られ てい ます 。 ふ さわ し く生

活 し必 要 な準備 を して,出 るので す。

どれ も簡 単 で はあ りませ ん。 つ らい

です。しない方がず っ と楽 です 。必ず だ

れ にで も障 害が あ ります 。 しな い ため

の もっ とも ら しい 理 由が 次 々 と出 て き

ます 。 なぜ な らサ タ ンが大 い に妨 げ る

業 だか らで震 だ まされては いけ ませ ん。

心 配 しなくてい いので魂 神様 を信 頼 し,

勇 気 を出 して障 害 を克 服 し,や って み

る こ とです 。簡 単 で ない か らこそ,わ

た したちが 成長 す る機 会 に な ります 。

お 父 さん,お 母 さ ん に申 し上 げた い

と思 い ます 。子 供 た ち は親 の もので は

あ りませ ん 。神 様 か らお預 か りして い

るの です 。 です か ら神 様 の方 法 で育 て

る必要 が あ ります 。最 も子 供 を愛 して

い るの は親 で はあ りませ ん。神様 です 。

親が 自分 の言 葉 で強 く言 う と子 供 は

反 発 します。 あ ま り言 い過 ぎる と親 に

背 き,つ い で に教会 の こ とも嫌 い にな

ります 。教 会 の こ とを嫌 い にな って も

らって は困 るの で,優 し く甘 く導 け ば

い いの で し ょうか?選 択の 自由があ る

の で好 きに させ てあ げ れば い いの で し

ょうか?

これ は神 様 の 方 法 で は あ りませ ん 。

自分 の言葉 や 自分 の考 えで はな く,神

様 の方 法 に従 えば いい ので す。 家 族 で

朝 晩 祈 り を さ さ げ る こ と。 週 に1回,

家庭 の夕べ を して,子 供 た ち と楽 し く

過 ご し福 音 を教 え る こ と。 日々の あ ら

ゆ る場 面 に あっ て主 の戒 め を守 る よ う

教 え続 け る こ と。 教 会 に と も に集 い,

教会 の 指導 者 を敬 う こ とを教 え,従 順

を教 え るので す。

人 は聞い て 学ぶ の で はな く,自 分 で

行 って 初 めて 学ぶ の です か ら,学 ぶ機

会 を与 え る こ とです。 す な わ ち大変 で

もや ってみ る機 会 を与 え るので す。 口

で や りな さい と言 うだ けで は な く,や

れ る よ うに親 も最 大 限 の努力 をす る こ

とです 。 口で 言 うだ けの 親 は口 で言 う

だ けの子 供 を育 て ます 。暴 力 を振 る う

親 は暴 力 を振 る う子供 を育 て ます。 強

制 と暴 力 は反抗 を生み ます。 で も厳 し

くて も愛 と信 頼 関係 が あ っ て,親 も努

力 して いれ ば大 丈 夫 です。 聖 典 を読 む

子 供 を育 て た か った ら自分 が 読 む こ と
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です 。主 の勧 告 に従 う子供 に した か っ

た ら 自分 も従 うこ とです 。早 朝 セ ミナ

リー で学 ぶ子 供 が い た ら,親 も早 起 き

す る く らい の決 心 を し,送 り迎 えが 必

要 な らしま し ょう。彼 らは多 くの場合,

まだ 自分 で はや りた い と思 って い ない

し,そ の結果 も分 か らず にい るので す

か ら,あ らゆ る方法 で助 け ま し ょう。

そ の よ うに して彼 らは学 び証 を得 ま

す 。純 粋 です か ら教 え られ る まま に学

び ます。 も し親 が否 定 的 な ら,そ の こ

と も純 粋 に受 け入 れ て し まい ます 。教

会 の批 判,指 導 者 の批 判 は しな い こ と

です。主 に従 う こ とを教 え るのです。伝

道 に 出 る こ とを勧 め,助 言 し助 け る こ

とで す。 自分 で お金 をた めて 出 る よ う

に助 け るの です 。 もしで きなけれ ば親

が助 けて で も出 られ る よ うに してあ げ

る こ とで す。 お金 に換 え られ ない 証 を

得 て帰 ります 。 そ の と きにすべ ての 努

力 は報 われ,大 きな喜 び に変 わ ります 。

受 験期 で忙 し くて疲 れ てい る子 供 を,

毎朝 早 朝 セ ミナ リー に送 り出 す親 の気

持 ちは｢山 頂 の岩 に触 って戻 って来 い｣

と言 いつ けて 双 眼鏡 で 見守 っ てい た 親

の気 持 ち に似 て い ます。 子供 を伝 道 に

出 す気 持 ち は,急 なで こ ぼ この斜 面 を

突 き落 とす 気 持 ち に似 て い ます 。外 見

は大 人 の ように見 えて も,ま だ まだ弱

い 手足 と心 で 出 て行 く子 供 た ち です 。

親 に信仰 が なけ れ ば とて も耐 え られ ま

せ ん。 ジ ャ ンプ で悪 天候 に阻 まれ 失敗

し,肩 を落 と してい た原 田選 手 を見 て

い る よ うに,は らは らす るこ とが あ り

ます 。挫 折 を乗 り越 え て成長 して い く

だ ろ う と信 じて見 守 り,応 援 します 。

挫 折 が あ るか らこそ乗 り越 え た と きの

喜 びが どんな に大 きいか を知 って い る

か らです 。 神様 の守 りを求 めて,毎 朝

毎 晩熱 心 に祈 ります。

伝 道 に出 て い る娘 か らの先 日の手 紙

に こうあ りま した。｢伝道 っ て難 しいね,

や っぱ り人 間,人 に嫌 わ れ た くな い も

ので 。 で も宣教 師 は必 ず嫌 われ,ば か

に され,変 人扱 い され ます。 常 識的 な

こ と を愛 して い るわ た しに と って悲 し

い こ とで す 。で も一 つ 冷 た くされ,ば

か に され る度 に 『よ し,天 に宝 を積 ん

でい るぞ1』 と思 う こ とに してい ます 。
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｢無償 の愛:｣を頂 亀,たセ ミナリー

京都ステーク下鴨ワー ド 西村京子

高
校3年 生 にな った とき,わ た しは

受 験 の こ とで頭 が い っ ぱい で し

た。 早朝 セ ミナ リー に時 間 を割 くこ と

につ い て最 初 はか な りの 迷 いが あ りま

した 。

当 時 わ た し には,ま だ小 学2年 の 小

さな弟 と幼 稚 園児 の妹 が い ま した。 母

も子 育 て に振 り回 され て大 変 な時期 で

したが,セ ミナ リー の ため に毎 朝 わ た

し を車 で教 会 まで 送 って くれ ま した。

また セミナ リーの後,学 校 へ行 くため に

教会 の兄 弟が駅 まで送 って くれ ました。

早朝 セ ミナ リー の生徒 はほ とん どわ

た し一人 で したが,そ の ため に た くさ

んの 兄弟 姉妹 が教 会 に集 い,わ た し一

人 の た め に助 けて くだ さっ て,す ご く

不 思議 で した。 セ ミナ リー教 師 の兄弟

は,わ た しの受験 の家 庭教 師 に もなって

夜 遅 くま で勉 強 を･教えて くだ さ り,そ

れか ら レッス ンを準備 され て,次 の早

朝 に教 会で待 って いて くだ さいま した。

みん なが｢無 償 の愛｣を 示 され ま し

た。｢受 け る よ りは与 える方が,さ い わ

い であ る｣と あ ります(使 徒20:35)。 わ

た しは受 け るだ けで こん な に幸 せ を感

じま した。 彼 らの模 範 に従 い,わ た し

も与 える方 にな りたい と思 い ます。

ま たわ た した ちの 年代 は様 々 な問題

を抱 え てい ます が,毎 朝教 会 で聖 典 を

分 か ち合 っ て か ら学 校 へ 行 くこ とで,

神 の 国 と神 の義 を優 先 した選 び がで き

た こ とに 感 謝 します 。(に しむ ら･き

ょう こ 初 等協会 教 師)

み たま はん りょ

御霊を常に伴侶として

松山地方部宇和島支部

川崎江利子

た しは今 高校1年 で,セ ミナ リー

わを してい ます。 ほん と うは中学3

年 の と き に始 め る予 定 だ った の で す

が,朝 早 く起 きるのが つ ら く,途 中で

断念 して しまい ま した。今 で は とて も

その ことを悔や ん でい ます。

セ ミナ リー を始 め て まだ1か 月 足 ら

ず です が,わ た しは この間 に,す ご く

信仰 を強 める こ とが で きま した。

わ た し は中 学3年 の 受験 シ ー ズ ンか
み たま

ら今 に至 る まで,御 霊が あ ま り感 じら

れ なか っ た よ うに思 い ます 。 その理 由

は,わ た しが神 様 を信 じてい なが らも

行動 には その 信 じて い る こ とを表 さな

か った か らだ と思 い ます。

わ た しは少 し前 の ク リス マ スの ころ

に,｢我 が 家 の ク リス マ ス と母 親｣に
あかし

つ い て証 を しま した。 そ の と きの気 持

ちは今 で も胸 に焼 きつ い てい ます 。 母

親 へ の感 謝 の思 い と御霊 で胸 が い っぱ

い にな りま した。御 霊 を感 じた の はそ

の と きが 初 め てで は あ りませ んが,あ

れほ どす ば ら しい御 霊 を感 じた の は初

めて で した。 わた しは 自然 と涙が 出て

きま した。 そ して神 様 が生 きて お られ

る こ とを体全 体 で 感 じ取 る こ とがで き

ま した。 思 え ば この ころ か ら,わ た し

が教 会活 動 に活 発 に な る兆 しが あ った

川崎姉妹

の か も しれ ませ ん。

年 が 明 け て2月 に入 り,今 まで伝 道

に行 って い た姉 妹 が 帰 っ て来 ま した 。

そ して わた したち青 少 年 ク ラス の教 師

を して くれる こ とにな りま した。

姉妹 はわ た した ち に,月 標 を作 る よ

うに言 い ま した。 わた しはセ ミナ リー

をす る こ と と,決 まった 時 間に お祈 り

をす る こ と,そ して 『モ ルモ ン書 』 を

読 む こ とを約束 しま した 。 どれ もわた

しには欠 けて いた こ とで した。

わた しは2年 目に してや っ とセ ミナ

リー に取 り組 む こ と にな りま したが,

両親 は多忙 で教 師 が で.きな いの で,自

主学 習 です るこ とに しま した。 わ た し

は セ ミナ リー を始 め て か ら｢教 会 に行

きたい｣と い う気 持 ちが 強 くな りま し

た 。今 まで は怠惰 な心 を起 こ して しま

って,活 発 に とい うわ け に はい き

ませ んで したが,今 は｢与 え られ た責

任 は全 部 した い｣｢も っ と福 音 に つ い

て学 び たい｣と 思 うよう にな りま した。

また わ た しに は5人 の 妹 がい ます が,

今 まで は妹 が 泣 い てい て も,わ た しの

気 分次 第 で どな りつ け る こ と もあ りま

した。 しか し今 で は慰 め る こ とが で き

ます。 この こ とは ほん と うに天 のお 父

様 か らの祝 福 だ と思 い ます 。 またわ た
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しは,人 を赦 す こと と,他 人 の ため に

祈 る こ と を覚 え ま した。 わた しはセ ミ

ナ リー をす る こ とに よっ てほ ん と うに

霊 的 に成長 す る ことが で きま した。

今 わた しは,い つ も御 霊 をそ ば に感

じる ことが で き ます 。 今 わた しか らセ

ミナ リー を離 した ら,そ れ は罰 を与 え

てい る の と同 じこ とです 。そ れ く らい

セ ミナ リー は わた しに とっ て重 要 な も

の とな りま した。 わ た しは聖 典 を通 し

て,ま た御 霊 を通 して天 のお 父 様や イ

エ ス様 が お られ る こ と を証 で きます 。

わ た しは まだ'『新 約 聖書』 しか 勉 強 し

て い ませ んが,セ ミナ リー の年 齢が 過

ぎて もず っ と学 びた い と思 い ます。 そ

してい ず れ は伝 道 に出 て立派 な宣教 師

にな りた い と思 い ます 。

｢あ なた が た の 天 の 父 が完 全 で あ ら

れ る よ うに,あ なた が た も完 全 な者 と

な り1なさい。｣(マ タイ5:48)

わ た しはセ ミナ リー をす る こ とに よ

って少 しずつ で も神 様 に近 づ きた い で

す 。 また家 族 が 永遠 で あ る こ とを証 し

ます 。(か わ さき･え りこ)
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